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1　 序論

　近年，石油資源の枯渇等の 理由からバ イオエ タノール

へ の 期待が高まっ て お り，生成原料の ひ とつ に木質バ イ

オマ ス が挙が っ てい る．木質 バ イオマ ス を原料と した場

合に は、セ ル ロ
ース を被覆 して い るリグニ ン とい う阻害

物質を破壊しな ければ酵素糖化する こ とが で きない ．そ

こ で我 々 は マ イ ク ロ 波の 加熱作用 に 着 目し，
マ イクロ 波

照射加熱 に よ る糖化前処理 に つ い て検討 を行 っ て きた．
先行研究 におい て 図 1の 模式図に示 した よ うな連続式マ

イ ク ロ 波照射装置が研究開発 された ［1］，こ の 装置は 工

業プ ラ ン トへ の適用 を 前提 とし，大量処理や連続処理を

目的 と し て設計されて い る．溶媒と混合された木質 バ イ

オ マ ス を パ イ プ内に 流 し込み ， 上部に 設け られた複数波
源か ら連続的に マ イ ク ロ 波を 照射 して 加熱を行 う．導波

管と被加熱物質が流れる パ イプの 間に は逆流を防止す る

た め の ガ ラス を設けて い る．

　被加熱物質は温度によっ て誘電率が変化する．そ の た

め，連続的に加熱を行 い 温度を上昇させる こ とを意図 し

た場合 に は，導波管 ・ガラ ス ・
被加熱物質の 三 者 の イ ン

ピーダン ス 整合 に ずれが生 じる こ とが考え られる．イ ン

ピーダ ン ス整合を とる こ とが で きな くなれば入射 した

マ イクロ 波がガラ ス 及び被加熱物質 で 大部分が反射 して

しまい効率的な加熱が実現されな い ．そ こ で本研究では

テ フ ロ ン コ
ー

ン をガラ ス 上部に設け，誘電率変化 に 対す

る 反射低減 の 手法 に つ い て 電磁界シ ミ ュ レータ Ansofヒ
HFSS に よ り検討し た．

がわ か っ た．温度変化 に よ っ て 誘電率 が 変化 した場含 に

も各照射部 に おい て テ フ ロ ン コ ーン の寸法を変え，効率
よ くマ イクロ 波を入射す るこ とが で きると考えられ る．
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2　 イ ン ピ
ー

ダ ン ス整合計算機実験の結果

　図 1の黒枠部分を シ ミュ レ
ー

タ ヒに模擬 し，上部から

2．45GHz の マ イクロ 波を 入射して反射率を計算 した．被

加熱物質 として 25 ℃の ブタン ジ オール を設定し，同軸

プロ
ーブ 法 に よ っ て実測し た誘電率を適用 した ［2］．イ

ン ピーダ ン ス 調整方法は，円錐形状の テ フ ロ ン （テ フ ロ

ン コ ー
ン ）を導波路に挿入し．テ フ ロ ン コ ーン の 高さを

変化 させ る こ とで実現した．テ フ ロ ン コ
ー

ン の 高さを変

化させた ときの Sllの 計算結果を図 2 に 示す．テ フ ロ ン

コ
ー

ン の 高さが 55mm の と きに 最 も反射率が 小さく，マ

イク ロ 波を効率的に入射す る こ とが で きる．

3　結び

　計算結果 か ら 最適な 寸法を持つ テ フ ロ ン コ ーンを 設置
す る こ とで 目標周波数で反射率の 低減が可能 とな る こ と

図 1 連続式マ イクロ 波照射装置 と照射部模式図 ［11
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